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2025年９月 

 

実 施 報 告 書 
 

 

姫路地区専門学校協議会 

会長 中農 一也 

  

平素は姫路地区専門学校の活動に関しまして、ご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとうご

ざいます。 

第２回「トライやるウィーク」を活かしたキャリア教育プログラムム『もお～っ！ＩＰＰＯ』

のご報告をさせていただきます。 

 

１．開催日時及び場所 

日 時：2025年８月５日(火) 9：45～12：00 

場 所：アクリエひめじ 大会議室 407・408 

 

２．スケジュール 

開 会  開会挨拶 姫路地区専門学校協議会 会長 中農 一也（日本工科大学校） 
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第１部  中学生による発表と質疑応答（90分） 

   テーマ 『トライやるウィークで感じたこと』  

   発表校 ３校（発表者数：11名） 

姫路市立増位中学校 ４名  

余田佳穂さん・三宅ひとみさん・東影敦己さん・星野 昊さん 

姫路市立灘中学校  ４名 

    内海匠悟さん・中島秀太郎さん・北野智也さん・桐山彰悟さん 

姫路市立広畑中学校 ３名 

    中山 杏さん・北条萌衣さん・谷口聡一さん 
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第２部 グループワーク～ディスカッション（45分） 

   テーマ 『発表を聞いて、働くということについて改めて感じたこと』 

   参加企業様 17名 

 

古場 晃生 様 兵庫県自動車整備振興会 事業部部長  

松原 寿人 様 兵庫県建設業協会 姫路支部事務局長  

今里 朱美 様 前姫路市議会議員 前姫路市議会議員 

石堂 大輔 様 姫路市議会 議長  

川内 貴斗 様 姫路市議会 議員 

勝目 徹也 様 神戸新聞社 元姫路市立灘中学校校長  

吉田 賢司 様 白鷺印刷 代表取締役社長  

宗行 好信 様 安室保育園 園長  

小野 義直 様 株式会社アンド 代表取締役  

勝部 雅規 様 朝日新聞加古川販売所 所長 

南木 颯人 様 日本船舶薬品 神戸支店  救急医療機器部 

澁谷 和政 様 日東コンピューターサービス 管理部経営管理課採用育成 G 

中森 祐治 様 日東コンピューターサービス 管理部経営管理課採用育成 G 

松岡 範尚 様 株式会社マインズ 管理部部長 

西本あかり様 株式会社マインズ 管理部人事総務課  

梶原 昇   様 兵庫信用金庫 人事部人事課課長 

野村友佳子様 兵庫信用金庫 人事部人事課主任 
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閉 会  閉会挨拶 姫路地区専門学校協議会 副会長 西川 一  

（姫路ハーベスト医療福祉専門学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．参加者の感想 

 

① 中学生 

・今日集まった人は それぞれ事業者所は違うけれど学んだことに共通することがあると思う。「お客

様を思う心」「仕事の大変さ」など。そしてその学んだことは、将来どんな仕事に就いたとしても役に

立つと思います。ディスカッションでは、もっとたくさんの人と長い時間話したかった。自分の心を

持つと言うのは、これからの社会でもっと大切になっていくのだなと感じた。 

・楽な仕事はないけれど、やりがいのある仕事ばかりだなと思った。知らない興味のなかった分野で

もやりがいを感じることができた。 

・仕事と学校のしんどさが違うことがわかった。仕事のやりがいがあることで仕事が長くできるとい

うことに納得した。得意なことを精一杯出すことで仕事がよく進む。自分の夢じゃない仕事をしても

一生懸命するということが大事。 

・知りたかったこと以上の学びになる良い時間で、企業など様々な人の意見を聞けて嬉しかったです。 

・大人から教えてもらったアドバイスを生かして頑張ろうと思った。 

・他校からの質問で分からないところがあると言われたため、もう少し詳しく書けばよかったと思い

ました。 

・専門学生や企業の人からいろいろなことを教えてもらった。 

・自分たちの事業所だけで、知らない接客について知ることができて、良い機会だなと思った。 

・どの人もそれぞれ信念や仕事へのやりがいを感じていて、こういう人たちのおかげで地球は回って

いるのだなと思いました。 

・どの仕事も相手に向けて工夫することが大切だと思った。AIの時代だからこそ AIに投資。自分の好

きなものをきっかけに、自分が大人と同じく話し合う。 
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② 教員 

・本校の生徒に素晴らしい発表について良い機会を与えていただき心より感謝いたします。生きる力

として働き、楽しみながら、動き、人との関わりを喜びに変えられることに繋がると願います。どう

か今後ともご指導ご鞭撻をいただけますよう励んで参ります。よろしくお願いします。  

・大変有意義な時間となりありがとうございました。生徒同士の交流、一般の企業の方々との関わり

の中で、生徒たちもたくさん感じることがあったと思います。改めて子どもたちの力を感じることが

できました。このような機会があったからこそ、出せた力だと思います。来年度以降もこのような機

会があれば参加したい。 

・５日間の体験が自分のこれからの人生の中でも貴重なものであったことは後々になっても感じられ

る。活動のまとめとして文集を作ったり校内の発表会を開催することはあるが、このイベントにおい

て多くの企業の方々や専門学生という知らない人の前で、「トライやる」で得たことを発表するとい

う場を設けていただき、自らの言葉で発したり、話し合ったりする経験はとても印象深いものであ

る 。単に発表だけでなく、感じたこと等を自由に言おうとする雰囲気づくりも子どもたちにとって

大切な場になっている。社員の一員であるという認識もこの会議に参加することで少なからず持つこ

とができたようにも感じる。自分の経験を他者の前で発信し、思いを深め、ディスカッションする機

会は 子供達にとって良き経験となった。人前で 話できる資質、自分の考えを伝える能力、子供達に

一人でもオ多く身に付けてもらいたい。良い機会を与えてくださり、ありがとうございました。  

・トライやるウィークで学んだことを、学校内だけでなく、学校の外に発信できる機会を与えていた

だきありがとうございました。生徒にとって、他校の中学校 2年生が素晴らしい発表をしているのを

見ていい刺激がもらえたのではないかと思います。また受け身で参加するのではなく、質問を考える

など自ら課題を発見する力や大勢の大人がいる中で考えを発信する力も伸ばすことができたと感じ

ました。 

・中学生がこういう場で発表をさせていただく、さらにご質問いただける、それについて考える機会

があることに感動しました。学生さんがいらっしゃったこともとても大きかったと思います。今後の

学生生活での指導に生かしたいと思います。ありがとうございました。 

・ハキハキ話していて、自分の意見を言えていたので凄かった。スライドも興味のわくような仕組み

で作られていた。 聞いている人に訴えかけるメッセージもあった。 

・事前に発表の準備が必要なので順番を教えて欲しかった。中学生がすごく頑張っていた。もっと参

加する中学校が増えてほしい。 

 

 

③企業 

・楽しい司会、ありがとうございました。もっと学生が集まれば、さらに良くなると思いました。 

・本日は、学生たちの素敵な発表の場に参加できたこと誠にありがとうございました。トライやる・ウ

ィークを通して働くということを様々に感じとっていることに感心いたしました。 

・本日はお招きいただき誠にありがとうございました。 自分の中学生の頃と比較して恥じ入るくらい、

堂々とした素晴らしい発表でした。発表するための準備、トライやるでの出来事を自分の中でまとめ

る作業、発表後の質疑応答など、実際の発表の時間以外にも学びになることが多かったのではと思い

ました。可能であれば、もっとたくさんの方の体験談をお伺いしたいです。 

・第２部で中学生の気持ちは分からないですが、自分より年上が 6 人、他校の中学生が 1 人、初めて

聞かれることなど話しにくい生徒もいるのではないでしょうか。話しやすく導くのが大人の役割、あ

るいは、それが社会だということを生徒に理解してもらうという考えもあるかもしれませんが。 一
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班の専門学校生や大人の人数を減らし、少人数で短い時間で、席替えを多くするやり方もあるかもし

れません。中学生の意見を聞いてみてください。また、歳が近い専門学校生が、もっと勉強しておけ

ば良かった、こう考えておけば良かった、などアドバイスしていたのは説得力があり良かった。 

・この度は参加させていただきありがとうございました。生徒の方のプレゼン、ディスカッション共

に初めての機会でした。中学生の率直な感想が聞ける機会でこちらも勉強になりました。このプログ

ラムはとてもいい企画なので引き続き開催していただきたいと思います。 

・トライやるウィークは、各中学校で振り返りをしていると思いますが、他校の発表を聞くことで比

較ができる、発表によって認識が深まるなどの効果が感じられる。また専門学校という身近な先輩や

異業種の大人など年齢や環境が異なる人と接することも、良い経験と思います。時間配分について、

グループでの議論が深まるには短いと思います。時間はいくらあっても足らないとも言えますが、中

学生の発言がグループではどうしても短くなるのも気になりました。良い企画と思いますので、今後

の展開を楽しみにしています 

・本日はお招きいただきありがとうございました。中学生の皆さんはしっかりとした発表をされてい

ました。進行役の先生？も上手く中学生達をリードされ、とても良い発表会だったと思います。第２

部のディスカッションでは、専門学校生が上手く回していただいたおかげでいろんなお話しができま

した。少しでもお役に立てていれば幸いです。ありがとうございました。 

・トライやるウィークの体験の中に自分が興味を持っている小さなもの（何か）がやはりあると感じ

ました。そこに少し掘り下げる意味があると思います。ありがとうございます。 

・中学生の皆さんの発表に感動しました。体験からの問題・課題の捉え方が社会人さながらで驚いて

います。ぜひこの体験を将来の夢に結びつけてもらえればありがたいです。  

・トライやるウィークで各企業に行って、そこで教えていただいた生の声・指導が生徒に響いている

と感じた。仕事や日常生活でも協力すること、笑顔が大切なことを感じられていてよかった。中学校

から働く体験ができる大切さを感じました。 

・生徒たちがしっかり準備をして、発表している姿がうかがえ、企業側の私たちも精一杯伝えてあげ

たいという気持ちが膨らみました。司会者の方も明るく楽しい雰囲気で私たちも笑顔で話を聞くこと

ができ、中学生のリアルな声を直接聞くことができる貴重な機会をとなりました。後半の座談会でも

いろんな方とお話しすることができ、自分自身勉強になりました。今回はありがとうございました。 

・本日はありがとうございました。中学生の仕事への思いが伝わりました。専門学生は、夢を持って勉

強しているので中学生に負けないよう頑張ってほしいです。 

 

 

 

４．期待できる効果 

 

・校内だけに留まっていた「トライやるウィーク事業」が、「外（他校、企業など）」との接点が広

がり深まることにより、中学生の学びに高い効果を提供できると感じました。 

・その結果、内申を軸とする高校選択の在り方が、職業観を軸とするものに変化し、目的と期待

を持って進学する学生が増えることで、姫路市の教育の質の向上の一助となると感じています。 

・中学校の教員の方にとっても「外（他校の取り組みや質、企業の思いなど）」を知る機会となり、

視野を広げ、キャリア形成の指導力向上の機会となったという感想をいただきました。 

・企業にとっても、生徒を知る機会、企業の宣伝の機会となり、今まで以上の専門学校への信頼

と期待が高まるという感想をいただき、ありがたく感じました。 
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・専門学校の学生にとっても、学びを深める良い機会となり、自らのキャリデザイン構築の一助

となりました。また、専門学校教職員にとっても、「外（中学生及びその保護者、中学教員、指

導主事、企業）」との接点により、使命を実感し、指導力の向上に繋がる良い機会となりました。 

 

『トライやるウィーク』での経験の共有・・・①同世代との交流と意見交換   

②多彩の人たちとの交流と意見交換 

 

・自分の考えがまとまる       → 考えを深めるきっかけを得る 

・自分の考えがさらに深まる    → その時には気づけなかった自分の考えに気づくことができる 

・新しく出会うことの楽しさを知る → 新しい考え方に出会え、新しい出会いへの積極性が高まる 

 

 

 

５.『もお～っ！ＩＰＰＯ』キャリアデザインサポートプログラムのご紹介 

  

全校単位、学年単位等でのセミナーを開催しています。 

詳細をお聞きになりたい学校様は、お気軽にお問い合わせください。 

問い合わせ先：姫路福祉保育専門学校 担当 柳・藤田 

TEL：079‐281-0555   Mail：bunka@himefuku.ac.jp 
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